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編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

26-149 高等学校 理科 科学と人間生活  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 科人 308 新 科学と人間生活 

 

１．編修の趣旨及び留意点 

自然と人間生活とのかかわり及び科学技術が人間生活に果たしてきた役割について，身近

な事物・現象に関連する観察，実験などを通して理解させ，科学的な見方や考え方を養う

とともに，科学に対する興味・関心を高めるようにした。また，生徒に興味をもたせなが

ら，無理なく科学を学べるように中学校の学習内容を適宜確認できるように留意した。 

 

２．編修の基本方針 
 

以下の点を編修の基本方針として，学習者が科学に興味をもち，幅広い知識や教養を身に

つけるとともに，自然環境やエネルギー，地球資源に関して改めてその重要性について認

識できるような教科書を目指した。 

 

(1) 題材は，学習者が身近で親しみやすく，かつ学習者の生きる力を育成する内容豊

かなものを中心に選定した。 

(2) 身近な自然現象の観察学習や日常生活で活用されている科学技術への興味づけか

ら，創造性を培い，自主的に観察・調査できるようにし，職業及び生活との関連

を重視するとともに，勤労を重んずる態度を養えるよう配慮した。 

(3) 身近な自然現象や科学技術の例を元に物理・化学・生物・地学の分野から幅広い

知識が自然と身に付くようにした。 

(4) 自然環境や省エネルギー，防災などの観点から生命を尊び，自然を大切にし，環

境保全に寄与する態度を養えるよう配慮した。 

(5) グループ研究（実験＆観察，課題研究）などを通して，コミュニケーションを図

ろうとする態度を育成できる内容となるよう留意した。 
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３．対照表 

 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所
 

 
前見返し 私たちの生活と科学 私たちの生活する街で見られ

る身近なものや現象から，

さまざまな分野の内容との

関連を認識させ，より興味

をもって学習できるような

配慮をした（第 1 号）。 

前見返し 

序編 科学技術の発展 
「見る」をテーマに科学技術

の発展の歴史や人間生活に

ついて触れることで，観察

することにより，さまざま

な真理に近づくことに気づ

か せ る よ う に し た （ 第 1

号）。 

13 頁 26 行目 

～29 行目 

第1編 物質の科学 
リサイクルについての調査か

ら，自発的に環境保全に対

する態度が養えるようにし

た（第 4 号）。 

32 頁  

実験＆観察 5 

第2編 生命の科学 
微生物を利用した環境保全の

例を扱った（第 4 号）。 

92 頁  

 

 

 

 

 

 

第3編 熱や光の科学 
青色発光ダイオード，ハイブ

リッド自動車，コージェネ

ーションなど省エネルギー

の取り組みに関する題材を

数多く扱った（第 4 号）。 

p.109 Column 

p.110 Column 

p.112 23 行目 

～27 行目,図 31 

第4編 地球や宇宙の科学 
朔の月，十五夜，晦の月な

ど，昔ながらの月の呼び名

も扱った（第 5 号）。 

158頁側注2 

終編 これからの科学と人間生活
・科学が人間生活に与えた影響

を省みながら，これからの科

学技術の発展には，どのよう

な課題があるのかを考えさ

せ，自発的にテーマを決め

て，課題研究に取り組めるよ

うな構成とした（第 2 号）。 

・環境に悪影響を及ぼさない

「グリーンケミストリーの

12 箇条」を扱うなど，より

環境保全に興味をもってもら

170 頁～185 頁 

 

 

 

 

 

 

172 頁 29 行目 

～173 頁 19 行目 
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えるような題材を扱った。

（第 4 号）。 

・仲間とのグループで研究を進

める記述を扱い，グループ研

究を通して，敬愛と協力の精

神が養えるような配慮をした

（第 3 号）。 

・ジオパークの調査・観察から

自然を大切にし，環境の保全

に寄与する態度を養えるよう

にした（第 4 号）。 

 

 

 

174 頁 11 行目 

～15 行目 

 

 

 

184 頁 

４．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

 

○特色（全体） 

①章はじめ 

・各章の最初の見開きで，身近な写真やイラストを用いて，学習内容の興味づけとな

るように配慮した。 

・各章に密接な関連のある中学の学習内容を「思い出そう」の囲みで簡単に確認でき

るようにした。 

・章はじめは，物理・化学・生物・地学各 2 章ずつの 8 か所に配置した。 

②生活にかかわる自然現象について，観察及び実験を通じて科学的に理解し，処理する基

礎的な能力を養えるように，なるべく簡便に行える「実験＆観察」を各章で適宜扱っ

た。 

③無理なく内容定着の図れる問題 

・確認問題の「Q」や章末問題により，基本事項を確実に自分のものにできるようにし

た。 

④興味をもたせる「Column（コラム）」，理解を深める「プラスα」 

・本文に関連した興味深い話題をコラムとして 21 か所設けた。「生活」，「技術」，「歴

史」，「環境」の 4 つのテーマに分け，より日常生活，科学技術や環境問題と科学の関

係について関心がもてるようにした。 

・学習内容の理解を深められるような内容を「プラスα」という囲みとし，授業運用

のしやすい形とした。 

⑤常用漢字外の文字以外でも躓きそうな読みの漢字については見開きごとにルビを付し

た。また，重要語句にもルビを付した。 
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○構成と各編の意を用いた点 

 序編 科学技術の発展 

 「見る」技術の広がり 

・「見る」をテーマにその技術の歴史的な変遷などを扱った。さまざまな角度から

「見る」について扱い，物理・化学・生物・地学すべての内容に関連するように

した。 

 第 1 編 物質の科学 

  第 1 章 金属，プラスチックとその再利用 

・3 節「資源の再利用」では，省資源，省エネルギーを喚起する文章を扱った。 

  第 2 章 衣料と食品 

・写真の題材は，身近で学習者がイメージしやすいものを選ぶようにした。 

 第 2 編 生命の科学 

  第 1 章 生物と光 

・巻末折込付録として，錯視模型の型紙をつけた。この模型を用いて実験＆観察 6

「実際の大きさと見え方の違い」を行うことができ，興味をもって実験できるよ

うにした。 

  第 2 章 微生物とその利用 

・表や実験などでさまざま微生物の顕微鏡写真を掲載した。 

 第 3 編 熱や光の科学 

  第 1 章 熱の性質とその利用 

・サーモグラフィ画像を適所で扱い，眼に見えない熱もよりイメージしやすいよう

にした。 

  第 2 章 光の性質とその利用 

・さまざまな電磁波の波長域とそれらの電磁波の利用例を写真や図を交えて表にま

とめた。 

第 4 編 地球や宇宙の科学 

  第 1 章 自然景観と自然災害 

・自然景観及び自然災害の資料写真を多く掲載するように努めた。 

  第 2 章 太陽系における地球 

・「実験＆観察」にはすべて写真を入れることで，実験のイメージが伝わりやすい

ように配慮した。 

終編 これからの科学と人間生活 

・「課題研究の進め方」では，取り組みの写真を交え，雰囲気が伝わるようにし

た。 
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を参照しな

定着できる

学習指導要

科学技術の発展

技術の発展が

どのように貢

解させる。

人間生活の中の

物質の科学 

材料とその再

近な材料であ

の種類，性質

用について理

衣料と食品

近な衣料材料

の主な成分の

こと。 

人間生活の中の

生命の科学 

生物と光 

植物の生育，動

視覚と光とのか

すること。 

要領の内容

展 

が今日の人間
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利用 
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料の性質や用

の性質につい

の科学 

動物の行動及

かかわりにつ

生活に対

かについ

 

3 頁
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資源の再

 

途，食品

て理解す

 

 

14

 

 

 

 

36

 

 

 

びヒトの

いて理解

 

 

52

 

 

 

該当箇所 

頁～13 頁 

頁～35 頁 

頁～51 頁 

頁～73 頁 

配当
時数
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14 

 

 

14 
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第2章 微生物とその利用 (ｲ) 微生物とその利用 

様々な微生物の存在と生態系での働

き，微生物と人間生活とのかかわり

について理解すること。 

 

74 頁～93 頁 
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 第3編 熱や光の科学 

第1章 熱の性質とその利用 
 
 
 
第2章 光の性質とその利用 

（2）人間生活の中の科学 

 ア 光や熱の科学 

(ｲ) 熱の性質とその利用 

熱の性質，エネルギーの変換と保存

及び有効利用について理解するこ

と。 

(ｱ) 光の性質とその利用 

光を中心とした電磁波の性質とその

利用について理解すること。 

 

 

 

94 頁～113 頁 

 

 

 

114頁 ～ 133頁 
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第4編 地球や宇宙の科学 

第1章 自然景観と自然災害 
 
 
 
 
 
第2章 光の性質とその利用 

（2）人間生活の中の科学 

 エ 宇宙や地球の科学 

(ｲ) 身近な自然景観と自然災害  

身近な自然景観の成り立ちと自然災

害について，太陽の放射エネルギー

による作用や地球内部のエネルギー

による変動と関連付けて理解するこ

と。 

(ｱ) 身近な天体と太陽系における地球

太陽や月などの身近に見られる天体

と人間生活とのかかわり，太陽系に

おける地球について理解すること。

 

 

134頁 ～151頁 

 

 

 

 

 

152頁 ～ 169頁 
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終編 これからの科学と 

人間生活 

(3) これからの科学と人間生活 

自然と人間生活とのかかわり及び科学

技術が人間生活に果たしてきた役割に

ついての学習を踏まえて，これからの

科学と人間生活とのかかわり方につい

て考察させる。 

 

 

170頁 ～185頁 
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 計 70 
 

 
 


